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独占的商業資本の理論（下）
加 藤 義 忠
v 独占的商業資本の本質とその源泉
独占的商業資本は，売買両面において，自由競争を排除し，独占的支配力
を確立しているのであるが， この資本の規定的目的， あるいは推進的動機
は，もちろん，独占的商業利潤の安定的な獲得とその最大化であり，これに
よって，拡大された規模での売買が可能となり，非独占的商業資本よりもさ
らに優位に立ちうるばかりか， 日増しに強まりつつある独占資本と労働者や
非独占資本などとの矛盾を自己の側に有利に緩和することが可能となる。「商
業独占は，とくに商品の売買ならぴに立地についての自由競争の排除のメカ
ニズムに関連するものであるが，とりわけ重要なのは，独占利潤の獲得との
(“) 
関連である」。
独占的商業資本の巨大な利潤は，商品価値の実現という機能をもとに資本
の大きさに応じて平等に分配された自由競争下の商業利潤とまったく同じ性
格のものではなく，それを基礎としつつも，それをこえる点にその本質があ
る。この独占的商業利潤のなかの超過利潤部分の獲得の基礎は，いうまでも
(44) G. Fabiunke, P. Hofmann und K. H. Uhlig, a. a. 0., S. 56.前掲訳， 63
ページ。
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なく，国家によって補強されている独占的商業資本の経済的な支配力にあ
る。このように，独占的商業資本の取得する利潤は，非独占的商業資本の取
得するそれとは，質的にも量的にも相遮したものである。換言すれば，非独
占的商業資本の取得する利潤は，相互間では平詢化・平等化の傾向をますと
はいえ，社会的総資本からみたところの平掏利潤以下におしさげられてい
る。つまり，「中小規模の商人たちが利潤にたいしてもつ持分は， 平均利潤
(45) 
以下」なのである。
そして，この独占的商業資本にたいする利潤の大きさは，独占的商業資本
全体の内部において，相互に売買競争を展開し，相互に経営形態や販売形態
を複合化させることによって，平均化・平等化の傾向を示すばかりか，独占
的商業資本と独占的産業資本にたいする利潤も，自由競争段階における競争
とは遮った質をもつ独占資本相互間の競争に媒介され，それを基礎として，
平均化・平等化の傾向を示している。この点について， 鈴木氏は， 独占的
商業資本の利潤は， 「独占資本がその市場支配力にもとづいて獲得する独
(46) 
占利潤に掏需しうるものではない」といわれ，その論拠として，独占的商業
資本は， 「その巨大な資本力を背景として巨大な固定設備を擁し市場支配の
ためのそれなりの物質的基盤を占有しているとしても，基本的な生産力を支
(47) 
配しえない」ので，「独占資本のもつ流通支配に対抗するだけの強力な支配
(48) 
力を保持するとは考えられない」という点をあげられている。独占的商業資
本の利潤は独占的産業資本のそれに及ばないといわれる鈴木氏の見解につい
ては，私は上述の理由から首肯できないことはもうすまでもないが，鈴木氏
の論拠についても問屋があるように思われる。もちろん，流通全体をとって
みた場合， そこにおける独占的支配の主要な中心的側面は， 「基本的な生産
(45) W. Heinrichs, H. Seidel und L. Bertullis,. a. a. 0., S. 94.前掲訳， 110ペー
ジ。
(46) 森下二次也監修「マーケティング経済論」（上）， ミネルヴァ書房， 104ページ。
(47) 鈴木武「商業独占の形態と市場支配」，前掲誌， 120ページ。
(48) 森下二次也監修，前掲書， 104ページ。
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(49) 
力を支配」している独占的産業資本による直接無媒介の流通独占であり，副
次的な側面は，独占的商業資本による媒介的な流通独占である。しかし，基
本的な生産力を掌握しているということは，両独占の個々の市場支配力の売
り手と買い手との垂直的関係における強さを表硯するものではなくて，流通
過程における独占的支配の中心的主体が独占的産業資本であるという市場支
配の範囲にかかわることを表硯するものであるにすぎない。鈴木氏の主張と
は逆に，私は，両独占の垂直的関係における市場支配力は，一般的には，平
準化の傾向にあり，理論的には，対等のものとして取り扱うべきであろうと
考えている。
さて，次に，独占的商業資本の利潤の源泉についてみてみよう。これに
は，種々のものがある。第一に，独占的商業資本は自己の購買価格を指定す
ることによって， あるいはまた， 自己の設定する独占的な販売価格によっ
て，売買両面において，非独占的産業資本や小商品生産者から収奪する。こ
れにたいして，非独占的産業資本は，一定程度，自己の充用する「生産的労
働者に商業独占の圧迫を転嫁しようと努める。それゆえに，商業独占は（自
己の所有する生産企業の場合には直接的に）産業賃労働者の搾取の強化に参
(50) 
加する」。
第二に， 独占的商業資本は非独占的商業資本ゃ小商人から収奪する。「独
占的商業企業の闘争は，非独占的商業企業家たちを犠牲にして一一資本前貸
が一定である場合には一ーいっそう大きな販売額を達成すること，したがっ
(51) 
てまた，最大利潤を獲得することを目的としている」。 これには二つの型が
ある。ひとつは，独占的商業資本は売買の大半を独占し，商業利潤の大半を
獲得することによって，同一段階に存在する同種の非独占的商業資本や小商
(49) 鈴木武「商業独占の形態と市場支配」，前掲誌， 120ページ。
(50) G. Fabiunke, P. Hofmann und K. H. Uhlig, a. a. 0., S. 70.前掲訳， 81
ページ。
(51) W. Heinrichs, H. Seidel und L. Bertullis, a. a. 0., S. 94.前掲訳，・ 110~1
ページ。
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人の自由な活動を制限し， 弱体化させる。 もうひとつは，独占的商業資本
は，自己が卸売段階に位置する場合には，自己より下位にある小売段階の非
独占的商業資本や小商人にたいして，供給独占を手段として，反対に自己が
小売段階に位置する場合には，自己より上位にある卸売段階の非独占的商業
(52) 
資本や小商人にたいして，需要独占を手段として支配力を発揮する。
第三に，独占的商業資本は， 独占価格と消費者信用の二様の手段によっ
て，最終消費者から収奪する。独占的商業資本は， 「独占的販売価格をつう
じて，労働賃金の一部をも強奪することができる。……そのうえさらに，商
業集団および銀行集団によって， しばしば共同で組織される賦払業務が，勤
労者の収奪を増大させる。同時にまた，販売高を高める信用での商品販売を
つうじて，これらの集団は，貸付利子の形態でもって，労働賃金の一部分を
(53) 
横領する」。
第四に，独占的商業資本は自己の内部の商業労働者の労働時間を延長した
り，労働を強化したりして，搾取を強める。それだけではない。近年，企業
内分業の進化や機械化の進展によって，経験の少ない若年労働者や女子労働
者の雇用が増大する傾向を示し，それによって，独占的商業資本の搾取は強
められている。「企業内分業の進化， 機械化の増大などの結果， 商業従業者
は能力を有することをほとんど必要としなくなる。それゆえ，商業資本は，
能力および職業経験の少ない若年労働者を雇うような傾向にますます移行し
(54) 
ている」。
第五に，独占的商業資本は国家機構の助成と保証，たとえば国家市場に寄
生したり，租税的な優遇措置をうけたりすることによって，自己の利潤を高
める。「帝国主義国家は，国家独占的な価格， 賃金， 租税および補助金政策
をつうじて，また企業法をつうじて，独占利潤の獲得を助成し，かつ保証す
(52) 森下二次也，前掲書， 328~30ページ。
(53) G. Fabiunke, P. Hafmann. und K. H. Uhlig, a. a. 0., SS. 70-1.前掘訳，
81ページ。
(54) W. Heinrichs, H. Seidel und L. Bertullis, a. a. 0., S. 76.前掲瓢88ページ。
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(55) 
るばかりでなく， その租税的保護をもあたえている」。独占的商業資本と国
家との関係については，後ほど再ぴ論じる機会があろう。
第六に， 独占的商業資本は， 国際的に協定をむすんだり， 団体に参加し
て，取引先の開拓に精を出している。 だから， 独占的商業利潤は，「他の国
(56) 
々からも出てくる」。
VI 独占的商業資本の集積と集中
さて，独占的商業資本は，上記のような種々なる源泉から独占的商業利潤
を奪取するのであるが，この独占的商業利潤を蓄積にまわすことによって，
独占的商業資本の集積をいっそう拡大したり，また，他の資本を吸収合併な
どしたりして，独占的商業資本の集中をおしすすめ，独占的商業資本は独占
的支配力の強化をおこなっている。以下，独占的商業資本の集積過程と集中
過程について，若干の考察をこころみよう。
商業資本における集積過程は，もちろん，商業資本の蓄積にもとづくもの
であるが，主要には， 独占的商業資本の主導のもとにすすんでいる。 そし
て，この基礎は，もちろん，独占的商業利潤にある。独占的商業資本の集積
過程の進行とともに，店舗，設備などに投下される「固定的」な純粋流通費
用の比重がますます大きくなり，この部分は「たえず増大しつつある道徳的
磨損にさらされている。それゆえ，競争的闘争は，商業独占をして既存のも
のが最終的に消耗してしまう前に，それらの物的・技術的基礎を部分的に更
新することを余儀なくさせている。そうしなければ，最大利潤が危うくされ
るのである。それゆえにまた，商業独占は，非常に高い減価償却率によって
(57) 
固定資本の価値減少をできるかぎり回避しようとする」。つまり， 集積が集
(55) G. Fabiunke, P. Hofmann und K. H. Uhlig, a. a. 0., S. ・ 73.前掲訳， 84
ページ。
(56) Ebenda, S. 61.同上訳， 69ページ。
(57) W. Heinrichs, H. Seidel und L. Bertullis, a. a. 0., S. 39.前掲訳， 42ペ
ージ。
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積をよび，独占的商業資本をして独占的商業利潤のさらなる追求にむかわし
めるのである。
他方，既存の社会的商業資本の質的かつ量的な組み替えである独占段階下
の商業資本の集中過程は，資本主義的商業資本間の競争に媒介されて展開さ
れている。ここにおいても，巨大な売買と資本の集積と集中のうえに成立す
る独占的商業資本の主導のもとに，具休的には，企業合同や決定的な資本参
加などの形態をとってすすめられている集中を主軸として進行している。独
占的商業資本への集中を規定する要因は，いうまでもなく，巨大な資本集積
によってもまだ充足されない独占的商業資本のあくなき利潤追求の衝動であ
るが，さらに，それを促進する要因としては，ひとつは，多数の非独占的商
業資本相互間の激しい競争，もうひとつは，独占的商業資本の巨大な資本の
集積によって可能となる商業技術上の進歩の二つのものがあげられよう。こ
の商業技術上の進歩は，中心的には，コンピュークー利用，セルフサービス
方式の導入などの売買労働の機械化，自動化，省力化によってもたらされた
(58) 
ものである。
ちなみに，このような独占的商業資本への資本の集中は，同時に売買の集
中をともなうものであるが，これは主として，企業合同や資本参加の形態を
とっておしすすめられているが，それだけではない。独占的商業資本への集
中を容易に可能とするような前段階的な各種の集中や協調が存在する。それ
は，「参加企業の自立性の不断の制限と切り離しがたく結ぴついているいく
(59) 
つかの諸企業の企業をこえた機能領域の結合ならぴに資本の部分的な集中」
という形をとって進行している。購買の集中をめざして，資本の一部分を出
しあって組織された種々なる形態．の購買団休とショッビングセンクーや卸売
商業団地などに代表されるような立地的な協調や品揃えの協調などが，その
具休的な形態である。
(58) G. Fabiunke, P. Hofmann und K. H. Uhlig, a. a. 0., SS. 41-3.前掲
訳， 43~5ページ。
(59) Ebenda, S. 45.同上訳， 47ページ。
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上述のごとくに，独占的商業資本の売買と資本の集中過程が，さまざまの
形をえがいて進行するのであるが，これによってまた，独占的商業資本の売
買と資本の集積過程が，いっそう強力な基礎のうえにおいて展開されるよう
になる。「商業における集中過程は， さまざまな方法で強化され，・国家独占
的措置によって剌激されるので，それと同時に，資本主義的商業における資
(60) 
本および販売額の集中も強化されることになる」。
上記においてみたような商業資本，とりわけ独占的商業資本の売買と資本
の集積と集中によって，社会全体的にみれば，商品流通のための時間と費用
の節減のための技術的な売買力的な可能性は生みださるけれども，利潤追求
のためという資本的制約のために硯実化をさまたげられる場合が多い。たと
えば，独占的商業資本相互間の競争激化のために，競争的な流通費用の増大
がひきおこされ，その結果，商品流通のための時間と費用は，個別的にも全
体的にも増大することになろう。だが，この増大した商品流通のための時間
と費用は，独占的商業資本によっては，ほとんど負担されることなく，基本
的には独占価格に織り込まれて， 他者に転嫁されるのである。「独占的商業
経営は，流通費用への過剰支出を価格機構を通じて，勤労的購買者たちに転
(61) 
嫁する」。もしかりに， その可能性が硯実化したとしても， このことは，独
占的商業利潤を高めることになっても，このような商品流通のための時間と
費用の節約の利益が，労働者をはじめ国民全体に還元されることのないこと
だけは，確かなことである。それだけではない。独占的商業資本の売買と資
本の集積と集中の結果，．一面では独占的商業資本相互間の競争のみならず，
独占的商業資本と非独占的商業資本の競争が激化し，商品流通の無政府的性
格と寄生的で腐朽的な性格が強められ， したがってまた， 「恐慌を激化させ
(62) 
る」ことにもなる。「集積と集中の過程は， ただちに商品流通の合理性のた
(60) Ebenda, S. 49.同上訳， 53ページ。
(61) W. Heinrichs; H. Seidel und L. Bertullis, a. a. 0., S. 142．前揚訳． 168ペ
ージ。
(62) Ebenda, S. 132.前掘訳， 157ページ。
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かまりにみちぴきうるものではない。集積と集中にともなって，大規模化し
た諸資本間の競争が激化し，それによって，資本主義的私的所有にもとづく
(63) 
競争に由来する無政府的で寄生的な傾向が増大する」。
VIl 独占的商業資本の発展と金融資本
さて，独占的商業資本は，個別的に単独で存在する初期の段階から，みず
からの独占力を強化し， 独占的商業利潤を高めるために， 売買と資本の集
積と集中を重ね，水平的あるいは垂直的開係において，相互間で協定をむす
んだり，資本的に結合する次の発展段階に移行する。この段階において，独
占的商業資本は自らの蓄積で大きくなったり，相互に合同することによって
大きくなるのであるが， このようになった独占的商業資本相互間において
も，独占的商業利潤の分割をめぐる激しい競争が存在する反面，協定をむす
んだりして，協調的行動をとっている。この協調的行動をとるさいに，業界
団体が一定の役割を演じている。「商業独占家の支配力の行使にさいしては，
ある特別の役割が団体に課される。商業の上部組織においても，同業組合に
(64) 
おいても， コンツェルンの代表者たちは， 指導的な地位を占める」のであ
る。
独占的商業資本が，相互に協定をむすんだり，資本的に結合するようにな
ると，この場合には，必ずといっていいほど，独占的商業資本は独占的産業
資本ならぴに独占的銀行資本と関係をもつようになる。この関係は，とくに
後者と密接であり， したがって， 「銀行の役割が等閑に付されるならば，商
(65) 
業における独占支配という概念は不十分なものとなるであろう」。 このよう
に，独占的商業資本は，独占的産業資本や独占的銀行資本と緊密な関係を結
(63) G. Fabiunke, P. Hofmann und K. H. Uhlig, a. a'. 0., S. 54.前掲訳， 59
ページ。
(64) Ebenda, S. 78.前掲訳， 93ページ。
(65) W. Heinrichs, H. Seidel und L. Bertullis, a. a. 0., S. 33. 前掲訳， 34ペ
ージ。
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ぶようになると，その当然の帰結として， 三者が合体し， 「金融資本として
(66) 
最高の資本形態に達した三位一体」物が構築され，独占的商業資本は最高の
発展段階に到達する。「商業独占が銀行とそれを介してまた種々異なった生
産面の産業独占と，三位一体的な関係をとりむすぶにいたったとき，商業独
(67) 
占はその発展の最高の段階に立つことになる」。 あるいはまた， 次のように
もいうことができる。「銀行資本と産業資本は相互に融合しあった。商業資
本もまた，このような融合過程のなかに包括された。•それは，みずからが銀
(68) 
行独占， 産業独占， 商業独占の管理者たちの君合国である」。この点にかか
わって，風呂勉氏は，「もし『独占商業』という言葉を使うことが許される
とすれば，その実体は，このような金融資本にかかわる商品資本の運動にほ
(69) 
かならない」といわれ，独占的商業資本を金融資本の一部分としてしか把握
されていない。もちろん，これも独占的商業資本の一形態，それも最高の形
態である。しかし，これにいたる前段階において，独占的商業資本が単独で
現実的に存在していたのであるから，理論的にも，そのような段階をも想定
｀して論じなければならないように思われる。
さて，このような三位一体の金融資本として形成された資本集団のなかに
おいて，三つの独占資本はそれぞれ相互にどのような閲係にあるのか， さら
には，三者の力関係はどうかなどについて簡単に論及しておこう。まず，独
占的商業資本と独占的産業資本の関係についてみてみよう。消費財生産部門
の独占的産業資本と独占的小売商業資本との取引関係においては，一般的に
は，独占的小売商業資本は独占的産業資本を供給源として， もっとも重視し
ているわけではない。というのは，独占的小売商業資本は，非独占的産業資
本などと取引したり，それらを自己の指揮下におき，商業商標品を生産して
(66) R. Hilferding, a. a. 0., S. 329. 前掲訳， 89ページ。
(67) 森下二次也，前掲書 327ページ。
(68) W. Heinrichs, H. Seidel und L. Bertullis, a. a. 0., S. 33. 前掲訳， 34~
5ページ。
(69) 森下二次也編，前掲書， 186ページ。
独占的商業資本の理論（下） （加藤） (501)63 
いるからである。とはいえ，独占的産業資本の商品は，総生産量のなかに占
める割合が大きく，しかも，知名度が高いいわゆるナショナルプランド品で
あるがゆえに，独占的産業資本と独占的小売商業資本のあいだに金融資本と
しての結合が生じていない段階においても，独占的小売商業資本はこの商品
を無視することができず，かなりの取引関係をとり結んでいる。つまり，独
占的小売商業資本は， 独占的産業資本の商品に， 「あまり関心をもっていな
い。しかしながら，生産一般に占める産業コンツェルンの大きな割合ならび
にその商品の知名度によって，商業コンツェルンは，産業独占とも広範な取
(70) 
引関係をもっている」。 そして， 両独占資本の金融資本としての結合が生
じ，独占価格の設定と維持にかんして協調がなされ，独占的小売商業資本が
独占的産業資本のおこなう「垂直的価格拘束にかんする国家独占的機構にた
(71) 
いして寛容」となり， 「産業独占が非独占的商業に負担をおわせて，商業コ
(72) 
ンツェルンの購買に特恵条件を供与する」ようになるにつれて，独占的小売
商業資本の取扱う商品のなかにおいて，独占的産業資本の商品の比重が高く
なる傾向にある。それだけではない。独占的小売商業資本と独占的産業資本
の金融資本としての結合がいっそう強くなるにつれて，百貨店やチェーンス
トアや通信販売店などにおける相互の「水平的な集積·…••が，垂直的な集
(73) 
積運動によって強力に補完され」るようになる。つまり，独占的小売商業資
本と独占的産業資本の金融資本的な融合体としての「混合コンツェルンが形
成されるようになるのであるが，これは，小売商業のあらゆる領域において
活動し，百貨店部門や通信販売店部門のほかに，ショッピングセンター，消
費者マーケットおよびセルフサービス店というような新しい大規模販売形態
(70) G. Fabiunke, P. Hofmann und K. H. Uhlig, a. a. 0., S. 61. 前掲訳， 69
~70ページ。
(71). Ebenda, S. 33.同上訳， 33ページ。
(72) Ebenda, S. 61.同上訳， 70ページ。
(73) Institut fir Gesellschaftswissenschaften beim ZK der SEO, Der lmpe-
rialismus der BRO, S. 159. 
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(74) 
を包摂し， 生産部門やサービス部門と絡み合っている」。そして，このよう
な「過剰資本の有利な投下先をさがし求めようとする独占体のいわゆる多角
(75) 
化志向を反映したものである」コンツェルン的な独占的小売商業資本それ自
体の展開あるいはそれと独占的産業資本との金融資本としての結合は，独占
利潤を拡大しようとする点に中心的なねらいがあるが，それだけではない。
このねらいは，拡大された独占利潤の内部における独占的小売商業資本相互
間あるいはそれと独占的産業資本相互間の分割をめぐる対立を解消しようと
する点にも存在する。すなわち，独占的小売商業資本と「産業独占との結合
は，資本主義的生産様式の枠内で，商業独占および産業独占が独占利澗の生
産および実現にとってのますます大きな障害となりつつある生産と流通との
資本的分離の矛盾つまり利潤配分をめぐる対立を解決しようとする努力のあ
(76) 
らわれとしてとらえることができる」。
ところで，金融資本内部における三つの独占資本は，上記においてみたよ
うな独占的商業資本と独占的産業資本の金融資本としての結合だけに限ら
ず，相互に株式を保有しあづたり，役員を派遣しあったりして，資本的にも
人的にも結びつきを強めている。そして，すでに少しふれたように，三つの
独占資本の金融資本としての結合のための媒介的な役割を受けもっているの
が， 独占的銀行資本であるが， この役割を可能とする基礎は， いうまでも
なく，遊休資本の管理と運用を中心的業務とする銀行資本の独自な機能にあ
る。「現在では，人的結合および資本参加にもとづく一方での銀行独占と商
業独占とのあいだの，また他方での銀行独占と産業独占とのあいだの直接的
な金融資本的絡み合いは，商業独占と産業独占とのあいだのそれよりもいっ
そう強く展開している。後者のあいだの関係は，両部門の独占グループとも
っとも密接に結ぴついている大銀行によって，かなりの程度媒介されている
(74) Ebenda, SS. 159-60. 
(75) 鈴木武「商業独占の形態と市場支配」，前掲誌， 115ページ。
(76) 同上， 117ページ。
(77) 
であろう」。
独占的商業資本の理論（下） （加藤） (503)65 
このように独占的商業資本は発展することによって，金融資本の一翼を形
(78) 
成し，「金融資本のうち商業において機能している部分として」，その売買機
関になり，そのことによって，金融資本全体の独占利潤を大きくすることに
寄与する。しかしながら，このことは，独占的商業資本が金融資本内部にお
いて，独占的産業資本や独占的銀行資本に従属することを意味するものでは
ない。金融資本を支配する少数の金融資本家によって組織された中央機関の
もとに，三者は対等なかたちで統轄されているのであって，現実的には，ぃ
ずれかの独占資本が，統治を目的とした中央機関の機能を代行することがあ
るとしても，理論的には， 「銀行資本ないし産業資本そのものとしては，む
(79) 
しろ商業資本とならぶ関係にある」ということができる。したがって，荒川
(80) 
氏のように，独占的銀行資本が「自らその頂点に位置する」と主張されるこ
とには，贅同できないのである。
かくして，独占的商業資本は，他の二者とならんで，金融資本の形成に参
加しているのである。それでは，独占的商業資本の金融資本内部での具体的
な役割はなにかといえば， それは上述のごとく金融資本の売買機関となっ
て，副次的には，金融資本の外の商品流通を媒介しつつも，基本的には，金
融資本にかかわる商品流通の主要な部分を媒介するという「特殊な固有の機
(81) 
能」を金融資本内部の独占的産業資本が自ら遂行するよりもより費用節約的
・効率的に遂行し，それでもって金融資本に属する独占利潤総額を増大せし
めることである。そして，このようにして増大した独占利潤は，利子として
(77) G. Fabiunke, P. Hofmann und K. H. Uhlig, a. a. 0., S. 77.前掲訳， 92
ページ。
(78) W. Heinrichs, H. Seidel und L. Bertullis, a. a. 0., S. 34．前掲訳， 36ペー
ジ。
(79) 森下二次也，前掲書， 328ページ。
(80) 森下二次也編，前掲書， 226ページ。
(81) G. Fabiunke, P. Hofmann und K. H. Uhlig, a. a. 0., S. 58.前掲訳， 65
ページ。
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独占的銀行資本に支払われたり，また配当金として自己の株式を所有する資
本に分配されたりして，金融資本全体に分配され，その残部が自己に属する
独占的商業利潤となる。「かくして独占商業資本の商業利潤はもはや本来的
な商業利潤ではない。……そこには本来の商業利潤にはふくまれていなかっ
た非独占産業資本家や消費者からの収奪分がふくまれているのである。これ
はまた金融資本の一部分としての独占商業資本がもはや純粋な商業資本とは
(82) 
いいがたいものとなっていることを意味しているのである」。
上記のように，独占的商業資本と独占的産業資本と独占的銀行資本の三位
一体的結合体としての金融資本は，一般に複数存在するが，それらは，その
内部に存在する若干の矛盾を「つねに，金融資本全体として最大限の利潤を
(83) 
達成しようとするいわば金融資本家的視座のもとに調整」しつつ，相互間で
競争しながらも，金融資本に属していない資本とか労働者をはじめとする国
民との関係においては， 基本的に， 一致協力して立ち向かってくる。「金融'
資本的絡み合いは，とりわけ，労働者階級およぴ勤労者にたいする金融資本
の支配力は，金融資本グループ間の競争にもかかわらず，比較的一致して立
（糾）
ち向かってくる」のである。
V1I 独占的商業資本と国家の関連
独占的商業資本は，以上において考察したように，その展開の最高の形態
として，金融資本の一環に組み込まれたものになるのであるが，このような
展開過程において，独占的商業資本は，国家機構と深い関係をもち，その強
力な援助を受けて，売買と資本の集積と集中をすすめてきた。しかも，いわ
ゆる国家独占資本主義下においては， 両者の関係がより緊密になり，国家
は，独占的商業資本の利益に奉仕するためのものであるという本質をより鮮
(82) 森下二次也，前掲書， 333ページ。
(83) 鈴木武「商業独占化の論理」，前掲誌， 142~3ページ。
(84) G. Fabiunke, P. Hofmann und K. H. Uhlig, a. a. 0., S. 79.前掲訳， 94
ページ。
独占的商業資本の理論（下） （加藤） （505)67 
明にするのである。以下において，独占的商業資本と国家との関係の諸側面
について，ごく大まかに検討することにしよう。
第一に，商業資本における売買と資本の集積は，主として膨大な商業利潤
を獲得する独占的商業資木のところにおいておこなわれているが，この過程
は，国家の援助によって強められている。国家による利潤獲得や資本蓄積ヘ
の助成という点にかんしては，一般的にみて商業部門にたいするそれは生産
部門にたいするそれほどには重要視されているとはいいがたいが，独占的商
業資本と非独占的商業資本を比較すれば，もちろん前者が優遇されている。
独占的商業資本のほうが優遇されているといっても，それは個々の独占的商
業資本にたいしてなされる場合は少なく，一般的には，独占的商業資本全体
ないしは金融資本の一環に編成されたものとしての独占的商業資本にたいし
てなされるのである。「大規模商業企業は， 特定のもっばら自分たちのこと
のみを配慮した国家の援助をあてにすることはあまりできないが，独占利潤
の国家的保証の全体系，労働者階級やその他の勤労者の国家独占的に組織さ
(85) 
れた搾取と収奪には， 金融資本の統合された一部分として参加する」。 この
場合，租税政策や減価償却政策が，とくに重要なかかわりをもっている。
まず，租税政策であるが，この「国家独占的租税制度は，課税対象となる
独占資本の利潤部分が，非独占資本の利潤よりも相対的に軽く課税されるこ
(86) 
とを保証する」。次に，羅減的減価償却や特別償却などの減価償却政策である
が，この政策は一般的には，すべての商業に適用されうるはずのものである
のに，実際的には，「投資の物理的ならびに道徳的摩損を上回って法外に高め
られた償却が，納税義務のある利潤を減少させ，そのことによって，間接的
(87) 
補助金と同一視されうるような租税節減」の利益を，主として，独占的商業
資本にもたらすのである。 というのは， 「小資本家たちは，逓減的償却から
生ずる投資強制に考慮を払うことができないし，また，かれらの企業の利益
競争や価格競争の状態のために，このような方法をめったに適用できないか
(85) (86) (87) Ebenda, S. 35.前掲訳， 35ページ。
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(88) 
らである」。ちなみに，「大規模企業の社会給付とされる年金積立金は，利潤
課税を免除されている。これは，それが満期に達するまでは，投資のための
(89) 
資金源として役立っている」。上記のような国家が独占的商業資本にたいし
てあたえる租税や減価償却にかんする優遇措置は，労働者をはじめとする国
民にたいしては， 税負担の増大としてはねかえってくる。「国家独占的減価
償却の実施との関連で，大資本の利潤のためになされる帝国主義国家の租税
(90) 
収入の放棄は，勤労者の税負担の増大をともなう」。
このように，独占的商業資本は，国家によって，非独占的商業資本よりも
優遇的な投資援助が与えられているが，それだけではない。独占的商業資本
の利潤獲得や資本蓄積にたいする国家の援助は，国家独占的な価格政策や賃
金政策や信用政策， さらには経済法などによっても補強されている。「商業
独占の巨大な利潤を分析するさいに必ず考慮されなければならないことは，
帝国主義国家が，国家独占的な価格，賃金，租税および補助金政策をつうじ
て，また企業法をつうじて，独占利潤の獲得を助成し，かつ保証するばかり
(91) 
でなく，その租税的保護をもあたえているという点である」。 ちなみに， 西
ドイツにおいては，巨大百貨店の「価格計算が，数年来，公的な機関と協議
(92) 
されている」といわれているように，独占価格の設定にかんして，独占的商
業資本は国家の指示のもとに行動している。
己 第二に，前に少しふれたことではあるが，独占的商業資本，とりわけ小売
部門のそれがおこなう販売面における支配の強力な手段の一つである商業立
地にかんしても，国家は，独占的商業資本が有利な場所を獲得できるように
(93) 
配慮する。「帝国主義国家が，商業独占に有利な立地を獲得させる」。
第三に，独占的商業資本の商品の輸出入にかんしても，国家は優遇措置を
(88) Ebenda, SS. 35-6.前掲訳， 36ページ。
(89) Ebenda, S. 36.前掲訳， 40ページ。
(90) Eberida.前掲訳， 36ページ。
(91) Ebenda, S. 73. 前掲訳， 84ページ。
(92) Ebenda, S. 67.前掲訳， 76ページ。
(93) Ebenda, S. 68.前掲訳． 77ページ。
独占的商業資本の理論（下） （加藤） (507)69 
ほどこしている。たとえば， 西ドイツにおいては， 「小売商業およぴ卸売商
業における大規模企業が担っている自立の商品の輸出入は，専門の貿易商社
を頼りにしている小規模企業と比較して，その競争上の地位を強化している
が，その理由は，なによりもまず，コンツェルンが外国貿易における国家的
(94) 
優遇を基礎とすることができるからである」。
第四に，国家は，「商業コンツェルンには直接的に関係せず， 競争者に関
(95) 
係するような法律」を制定して，独占的商業資本の利益を擁護する。
第五に，国家は，個々の独占的商業資本の利害の対立を金融資本全体の利
益にそうように調整し，そのことによって，安定的な独占利潤の取得を独占
的商業資本に保証する。「帝国主義国家は， 個々の商業コンツェルンの拡大
政策を調整し，それらの目的を金融資本全休の政治的利害と同調させるのに
役立つことによって，金融資本の価値増殖条件を安定化させ，それにたいし
(96) 
て，高い独占利潤を可能にする」。
上述のごとく，独占的商業資本の売買活動への国家的援助は，様々の側面
からなされているが，これは，もちろん，独占的商業資本の目先の短期的な
利益だけを保証するものではなく，長期的な利益をも保証するものである。
つまり，独占的商業資本は， 「帝国主義国家との協力や立法への影響力の行
使においては，決して，短期的な利益だけを求めようとしているのではな
い。独占はまた，利潤増加およぴ勢力拡張を長期的に約束するような国家的
(97) 
規制を，自分たちの利益に相応するように形成しようと努める」。
'ところで，このような国家の独占的商業資本にたいする援助が可能とな
り，強められる基礎には，いうまでもなく，独占的商業資本全体による政治
的行動や代弁者の国家機構への派造や高級官僚の買収などの国家への介入が
ある。つまり，このような独占的商業資本の政治的な行動や代弁者の派遣な
(94) Ebenda, S. 61.前掲訳， 69ページ。
(95) Ebenda, S. 74.前掲訳， 85ページ。
(96) Ebenda, S. 67.前掲訳， 76~7ページ。
(97) Ebenda, S. 74. 前掲訳； 85ページ。
70(508) 独占的商業資本の理論（下） （加藤）
どの国家への介入によって，国家の援助が可能となり，かつ強められ，そし
て，独占的商業資本は独占的支配力を強化する。そして，また，これを土台
として，独占的商業利潤のいっそうの増大をめざして，独占的商業資本は国
家への介入をいっそう強めようとし，上述のような過程がより強力に展開さ
れるのである。「商業独占は， 種々の国家独占的な委員会（大臣の顧問団の
ようなもの）における連盟の協働をつうじて，国家機関のなかへの腹心の派
遣によって，議員およぴ政府代表者との直接的な会談によって， さらにま
た，政党のなかの自己の代理人の利用によって，その経済力を政治力に改鋳
するのである。このことは，それ自体，さらに経済的にみて，支配的地位の
(98) 
拡張として反作用する」。
上記のように，独占的商業資本と国家との関係をより密接にする基本的な
推進要因は，内在的には，独占的商業資本の利潤を可能な限り大きくしよう
とする独占的商業資本の本性の発硯に求められるのであるが，これを外部か
ら促進する要因あるいは条件は，国家の経済への介入によって拡大された独
占資本と労働者や非独占資本などとの矛盾である。独占資本と労働者や非独
占資本などとの矛盾の激化によって必然化された国家の経済への介入，すな
わち国家の独占的商業資本への援助それ自体が，独占資本と労働者や非独占
資本などとの矛盾をいっそう激化せしめる結果をまねき，これがさらに，国
家の独占的商業資本への援助をいっそう強化せしめる促進要因あるいは条件
となるのである。
(98) Ebenda, S. 78. 前掲訳， 93~4ページ。
